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今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
（
含
県
民
税
）
四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
一
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
一
月
三
十
一
日
ま
で

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

長
門
市
長

斎
　
木
　
正
　
熊

昭
和
四
十
一
年
の
新
春
に
あ
た

り
市
民
の
み
な
さ
ん
に
っ
っ
し
ん

で
ね
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
わ
が
長
門
巾
に
と
っ

て
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
青
海
大
橋

が
完
成
し
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に

は
な
や
い
な
祝
賀
の
行
事
を
行
な

っ
た
こ
と
ば
、
ま
だ
記
憶
に
新
た

な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
最
長
の
住
友
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
完
成
は
、
北
浦

地
域
工
業
開
発
の
将
米
を
約
束
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か

通
保
育
園
の
改
築
、
通
丸
の
新
造

深
川
小
屋
体
の
着
工
、
農
業
構
造

改
善
事
業
の
推
進
な
ど
多
年
の
念

願
を
逐
次
な
し
と
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
市
議
会
を
は

じ
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
方
の
絶

大
な
る
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
誠
に

ご
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
干
支
（
え
と
）

で
申
せ
ば
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）

年
で
六
十
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、
わ
が
長
門
市
も
一
大
飛

躍
発
展
を
遂
げ
る
年
と
考
え
ま
す

そ
こ
で
先
づ
、
観
光
産
業
を
看

板
と
す
る
本
市
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
そ
の
ぷ
盤
で
あ
る
道
路
の
整

備
を
重
点
目
標
に
置
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

幸
に
県
政
に
お
き
ま
し
て
も
、

北
浦
開
発
を
唱
導
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
中
国
縦
貫
高
速
自
動
車

道
の
開
発
と
相
俟
っ
て
美
祢
、
長

門
線
の
道
路
整
備
促
進
を
早
期
に

実
現
い
た
す
よ
う
努
力
い
た
す
覚

悟
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
韓
条
約
の
発
効
に
と

も
な
い
漁
港
の
整
備
拡
充
、
農
林

業
の
近
代
化
促
進
、
企
業
誘
致
な

ど
市
政
全
般
に
わ
た
る
ひ
ず
み
の

な
い
施
策
の
浸
透
に
は
万
全
を
期

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
市
の
財
政

力
か
ら
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
ら
山

積
す
る
懸
案
事
項
の
解
決
に
は
市

民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支

援
に
よ
つ
て
こ
そ
な
し
得
る
の
で

あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
て
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

長
門
市
議
会
議
長

佐
　
藤
　
静
　
雄

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
年
頭
に
当
た
り
、
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

か
え
り
み
ま
す
と
昨
年
の
経
済

不
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
し
一
年
を
通
じ
て
多
事
多
端
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
韓
国
と
の
国

交
回
復
、
経
済
不
況
な
ど
激
し
い

世
論
の
中
に
あ
わ
た
だ
し
く
押
し

流
さ
れ
に
感
が
い
た
し
ま
す
。

こ
の
不
況
下
に
あ
っ
て
本
市
で

は
、
住
友
石
炭
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
ー
あ
っ
せ
ん
業
務
と
操
業
開
始

、
待
望
の
青
海
大
橋
の
完
成
、
市

営
渡
船
建
造
、
深
川
小
学
校
屋
内

体
操
場
工
事
の
着
工
等
お
お
む
ね

順
調
に
推
移
し
た
と
思
い
ま
す
。

ひ
る
か
え
っ
て
今
年
の
市
政
を

展
望
し
て
み
ま
す
と
、
幾
多
の
重

要
な
事
業
が
予
想
さ
れ
、
と
く
に

道
路
整
備
は
早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
あ
る
と

存
じ
ま
す
。

す
で
に
関
門
架
橋
が
実
現
の
運

び
と
な
り
、
第
二
関
門
鉄
道
ト
ン

ネ
ル
の
計
画
化
も
す
す
め
ら
れ
、

四
月
に
は
宇
部
民
間
空
港
が
完
成

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
中
国
縦
貰

高
速
目
動
車
道
ら
基
本
計
画
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
実
現
す
る
と
北
九
州

お
よ
び
山
陽
経
済
圏
は
ま
さ
に
至

近
距
離
と
な
り
、
本
市
を
は
じ
め

北
浦
地
方
の
す
ぐ
れ
た
資
源
は
、

か
な
ら
ず
や
背
後
地
と
し
て
重
要

な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
と
き
に
当
り
、
一
日

も
早
く
四
囲
の
進
展
と
軌
を
一
に

し
て
諸
条
件
の
整
備
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
、
交
通
の
整
備

が
第
一
の
要
件
で
あ
り
ま
す
が
、

幸
い
県
道
美
祢
長
門
線
の
早
期
改

良
の
見
と
お
し
が
つ
い
て
お
り
、

こ
れ
が
促
進
に
は
最
善
の
努
力
が

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。’

な
お
、
こ
と
し
は
政
府
に
お
い

て
経
済
の
安
定
と
青
少
年
対
策
を

課
題
と
し
克
服
と
躍
進
を
期
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
県
で
は
明
治
百
年
の

記
念
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て
特

に
歴
史
的
意
義
づ
け
を
強
調
し
、

同
時
に
飛
躍
発
展
に
備
え
て
お
り

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
や
国
際
企
業

の
中
に
解
放
体
制
の
基
盤
を
固
め

つ
つ
あ
る
日
本
経
済
で
あ
り
、
且

つ
私
ど
も
の
日
常
生
活
が
近
代
産

業
と
政
治
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

お
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
き
、
市

政
に
お
い
て
は
、
緊
褌
一
番
情
熱

を
傾
け
て
立
ち
向
は
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
こ
に
市
議
会
も
最
後
の
年
度

を
迎
え
て
一
段
の
努
力
を
い
た
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
倍
旧
の

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

せ
つ
に
お
願
い
申
し
上
げ
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
に
し
ま
す
。

木
船「
通
丸
」

を

公

売

市
営
通
渡
船
の
旧
船
「
第
一
通

丸
」
が
廃
船
と
な
っ
た
の
で
公
売

し
ま
す
。

（
船
の
名
称
）

第
一
通
丸

（
船
の
構
造
）

木
造
旅
客
船
　
昭
和
2
4年
２

月
進
水

長
さ
一
八
・
二
一
メ
ー
ト
ル

巾
　
三
・
八
五
メ
ー
ト
ル

純
ト
ン
效
　
三
五
・
八
九
卜

。
ン

焼
玉
式
二
気
筒
五
五
馬
力

ご
希
望
の
方
は
、
一
月
三
十
一

日
ま
で
に
、
長
門
市
役
所
財
政
課

あ
て
通
信
入
札
の
こ
と
。

な
お
、
こ
の
船
は
、
田
ノ
浦
港

に
つ
な
い
で
あ
り
ま
す
。

善
意
銀
行
預
託
者

十
二
月
分

（
現
金
口
座
）

深
水
栄
進
。
上
田
奈
美
江
。
湊
中

央
区
友
情
ク
ラ
ブ
。
Ｆ
江
。
Ｓ
子

。
社
会
教
育
委
員
会
。
ミ
サ
。
石

津
利
恵
。
西
村
純
三
。
海
辺
イ
チ

萩
原
太
郎
。
田
原
シ
ズ
エ
。
魚
谷

利
吉
。
正
明
市
二
区
婦
人
会
。
見

嶋
達
三
。
竹
矢
真
弓
。
俵
山
婦
人

会
。
大
藤
登
女
子
。
嶋
田
喜
美
子

湊
一
区
。
佐
藤
静
雄
。
杉
本
彦
一

阿
武
英
弌
。
長
寿
園
職
員
一
同
。

深
川
中
職
員
生
徒
一
同
。
鈴
木
菊

江
。
青
年
会
議
所
。
藤
永
好
雄
。

藤
井
春
祐
。
安
部
　
博
。
向
陽
小

児
童
会
。
俵
山
温
泉
合
名
会
社
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
山
口
県
第
九
団

。
宮
野
　
薫
。
某
服
装
学
院
。
中

谷
武
治
。
南
野
栄
一
。
村
上
ウ
メ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
。

計
　
一
七
一
、
五
四
二
円

（
物
品
口
座
）

酒
井
ミ
ネ
。
某
喫
茶
店
従
業
員
一

同
・
大
野
瑞
峰
。
北
瀬
　
茂
。
某

喫
茶
部
従
弟
員
一
同
。
高
田
藤
一

。
藤
田
　
一
。
笠
井
敏
雄
。
末
永

伊
勢
。
杉
本
彦
一
。
斎
木
正
熊
。

木
　
村
。
深
川
農
協
婦
人
部
。
某

商
店
共
済
会
。

（
技
術
口
座
）

岡
村
信
治
。
有
田
政
尚
。

（
献
血
口
座
）

坂
倉
良
昌
ほ
か
三
十
九
人
。

冬
に
多
い
電
気

災
害
と
電
線
盗
難

寒
い
季
節
と
な
る
と
、
激
し
い

季
節
風
や
降
雪
に
よ
る
事
故
停
電

や
感
電
事
故
、
配
電
線
や
引
込
み

線
な
ど
の
盗
難
が
た
く
さ
ん
起
き

、
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。停

電
事
故
を

な
く
す
た
め
に

テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
は
電
線
の

近
く
に
た
て
な
い
。

電
線
の
迴
く
で
、
建
築
作
業
や

樹
木
の
伐
採
な
ど
を
す
る
と
き

は
、
事
前
に
中
国
電
力
へ
連
絡

し
、
打
台
せ
の
の
ち
作
業
を
す

感
電
事
故
を

な
く
す
た
め
に

強
風
や
大
雪
な
ど
で
、
電
線
が

切
れ
て
い
る
と
き
は
、
ゼ
ツ
タ

イ
に
さ
わ
ら
な
い
で
す
ぐ
中
国

電
力
へ
連
絡
す
る
。

電
線
に
か
か
っ
た
タ
コ
を
と
る

な
ど
と
、
電
柱
に
の
ぼ
ら
な
い

電
線
盗
難
を

な
く
す
た
め
に

中
国
電
力
で
は
、
夜
間
の
作
業

は
故
障
修
理
以
外
は
お
こ
な
つ

て
い
ま
せ
ん
。
ご
不
審
な
時
は

中
電
長
門
営
業
所
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

成
人
式
の
お
誘
い

１
月
1
5日
市
役
所
で

出
席
者
は
平
服
に
し
よ
う

昭
和
四
十
一
年
度
の
成
人
式
は
一
月
十
五
日
午
前
九
時
か
ら
市

役
所
大
会
議
室
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
成
人
者
は
昨
年
の
成
人
者
よ
り
も
や
や
ふ
え
、
あ
わ

せ
て
四
四
一
人
（
通
、
六
五
。
仙
崎
、
一
一
六
。
深
川
、
一
九

五
。
俵
山
六
五
。
）
当
日
は
、
八
時
か
ら
受
付
け
を
は
じ
め
、

九
時
か
ら
式
典
、
パ
ネ
ル
討
議
、
記
念
撮
影
、
記
念
品
贈
呈
な

ど
の
の
ち
「
歌
で
綴
る
二
十
年
と
題
し
、
ス
テ
レ
オ
コ
ン
サ
ー

ト
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た
、
み
な
さ
ん
に
と
づ
て
は
感
激
の

日
で
し
ょ
う
が
、
成
人
式
は
平
服
で
気
軽
る
に
参
加
さ
れ
る
よ

う
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
連
合
婦
人
会
、
市
連
合
青
年
団
、

社
会
教
育
委
員
会
な
ど
が
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
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